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　著者らは，和歌山県紀伊半島南部，静岡県伊豆

半島，長崎県平戸・松浦地域の民家庭園における

維管束植物相を報告したが（道下ほか　２００４；道

下ほか　２００５；道下・山口２００６），一部について

その植物名と利用法を修正する。

　調査地で撮影した証拠写真に基づいて石井・井

上（１９６８－１９７１），佐竹ほか（１９８１－１９８２），佐竹

ほか（１９８９），塚本（１９８８－１９９０）を参照して記録

の重複と文献間の不一致を検証し，調査地での聞

き取り記録によって植物の利用法を精査した。

　その結果，和歌山県の民家庭園（道下ら　２００４）

では８種，静岡県の民家庭園（道下ら　２００５）で

は１４種，長崎県の庭園（道下・山口，２００６）では

１種を追加し（表１），関連の種を削除する。

　また種名と詳細情報を変更する必要のあるもの

は，和歌山県では１９種，静岡県では２３種，長崎県

では４種である（表２）。

　利用法については，和歌山県のセンダングサ，

トウバナ，カタバミ，ニワトコの４種を利用法無

し（雑草）に，静岡県のフユノハナワラビを観賞

に修正する。したがって，有用植物は，和歌山県

の民家庭園には５１８種，静岡県の民家庭園には６３６

種，長崎県の民家庭園には６４９種分布することに

なる。
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要　旨

　西南日本の民家庭園における維管束植物で未同定であった種を追補し，一部の記録を修正す

る。庭園の有用植物は，和歌山県紀伊半島南部では５１４種，静岡県伊豆半島では６３６種，長崎県平

戸・松浦地域では６４９種となる。

Abstract 

　There were 514 species in Kii-peninsula, 636 species in Izu-peninsula and 649 species in 
Hirado-Matsuura district as useful garden plants in the rural hamlets in Japan by means of con-
firmation of picture records.
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道下・山口：

表１－１　新規に追加する種

文献３（長崎県）文献２（静岡県）文献１（和歌山県）

種名（和名/学名）
利用鉢比率

集落
利用鉢比率

集落集落

ＤＣＢＡＤＣＢＡＤＣＢＡ

観賞1000010Artemisia schmidtianaアサギリソウ

観賞00010Dahlia imperialisコダチダリア

観賞00100Euryops virgineusゴールデンクラッカー

0001Ixora chinensisサンタンカ

観賞00100Jasminum humile var. revolutumキソケイ

0010Coleus blumeiコレウス

0010Brunfelsia latifoliaニオイバンマツリ

1001Leptospermum scopariumギョリュウバイ

観賞00001観賞000021000Prunus glandulosaニワザクラ

観賞00010Aceriphyllum rosiiイワヤツデ

観賞1000100Crassula erosula cv. Campfireヒマツリ

観賞00001Lunaria annuaルナリア

観賞1000001Matthiola incanaストック

観賞10032101011Echinopsis eyriesiiタンゲマル

観賞1000001Gymnocalycium sp.ギムノカリキウム属の一種

観賞6743324053Mammillaria sp.マミラニア

0100Trochodendron aralioidesヤマグルマ

観賞501100Gasteria gracilisトラノマキ

観賞1000100Asparagus myriocladusタチボウキ

文献１：道下雄大・梅本信也・山口裕文　２００４．

文献２：道下雄大・梅本信也・山口裕文　２００５．

文献３：道下雄大・山口裕文　２００６
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西南日本の民家庭園における維管束植物の追加・修正

表２　種名および詳細情報の修正

文献３文献２文献１修正前の種名種名（和名/学名）

○○リュウノウギクChrysanthemum morifoliumイエギク

○キク科の一種Chrysanthemum nipponicumハマギク

○キクイモHelianthus tuberosusヒメヒマワリ

○カイザイクHelichrysum bracteatumムギワラギク

○○アキタブキ，マルバダケブキPetasites japonicusフキ（3倍体）

○キキョウ科の一種Campanula poscharskyanaアルペンブルー

○モクセイ科の一種Syringa vulgarisライラック

○ヒメジソIsodon inflexusヤマハッカ

○カリガネソウClerodendrum ugandenseブルーエルフィン

○○ローズゼラニウムPelargonium × asperumニオイゼラニウム

○○ヒメツゲBuxus microphyllaツゲ

○ユスラウメIlex serrataウメモドキ

○ザクロPunica granatum var. nanaヒメザクロ

○ビジョザクラCuphea hyssopifoliaメキシコハナヤナギ

○カイドウMalus hallianaハナカイドウ

○ピラカンサPyracantha crenulataヒマラヤトキワサンザシ

○○エケベリア，コモチレンゲGraptopetalum paraguayenseオボロヅキ

○イワレンゲOrostachys japonicusツメレンゲ

○ケラマツツジRhododendron obtusum var. kaempferiヤマツツジ

○ハナダイコンOrychophragmus violaceusオオアラセイトウ

○○ベゴニア，レックスベゴニアBegonia semperflorensシキザキベゴニア

○マンテマ属の一種Silene dioicaレッドキャンピオン

○柱サボテン類Marginatocereus marginatusハクウンカク

○サボテン科の一種１Opuntia vulgarisタンシウチワ

○○キリシマミズキ，コウヤミズキCorylopsis spicataトサミズキ

○コバンモチTrochodendron aralioidesヤマグルマ

○トリカブトAconitum japonicumヤマトリカブト

○カザグルマClematis sp.センニンソウ属の一種

○ラン科の一種Cattleya sp.カトレア属の一種

○イキシアBabiana strictaホザキアヤメ

○○カキツバタ，ハナショウブIris cv.ダッチアイリス

○スプランテラSparaxis tricolorスイセンアヤメ

○キジカクシAsparagus densiflorusスギノハカズラ

○○アスパラガス，アスパラガス類Asparagus plumosusシノブボウキ

○スズランConvallaria majalisドイツスズラン

○ノカンゾウHemerocallis fulva var. kwansoヤブカンゾウ

○ミヤマナルコユリPolygonatum falcatumナルコユリ

文献１：道下雄大・梅本信也・山口裕文　２００４．

文献２：道下雄大・梅本信也・山口裕文　２００５．

文献３：道下雄大・山口裕文　２００６．

○：関連する文献

（２００８年５月１０日受領；２００８年６月１０日受理）


